山椒 大夫 



メ. 4 區ダ 



子供 は 母の 指さす 方 を 見た が、 なんとも 言わぬ ので、 

女中が 言 つた。 「木の葉が あんなに 染まる ので ござい 

ますから、 朝晩お 寒くな りました の も 無理 は ございま 

せんね」 

姉 娘が 突然 弟 を 顧みて 言った。 「早くお 父う さまの 

いらっしゃる ところへ 往 きた いわね」 

「姉え さん。 まだ なかなか & かれは しないよ」 弟 は 賢 

しげに 答えた。 

さと 

母が 諭す ように 言った。 「そうです とも。 今まで 越 

して 来たよう な 山 をた くさん 越して、 河 や 海 をお 船で 

たびたび 渡らなくて は往 かれない の だよ。 毎日 精出し 



うな、 慣れた 歩きつ きをして、 親子の ひそんで いると 

ころへ 進み 寄った。 そして 親子の 座席に している 材木 

の 端に 腰 を かけた。 

ち た 

親子 はた だ 驚いて 見て いる。 仇 をし そうな 様子 も 見 

えぬ ので、 恐ろしい とも 思わぬ ので ある。 

男 はこん な こと を 言う。 「わし は 山岡大 夫と いう 船 

乗り じ や。 このごろ この 土地 を 人買いが 立ち 廻る とい 

うので、 国守が 旅人に 宿 を 貸す こと を 差し止めた。 人 

買い をつ かまえる こと は、 国守の 手に 合わぬ と 見える _ 

気の毒な は 旅人 じ や。 そこで わし は 旅人 を 救うて やろ 

うと 思い立った。 さいわい わしが 家 は 街道 を 離れて い 



勝な お 心がけと 存じます。 貸すな という 锭の ある 宿 を 

やどぬし 

借りて、 ひょっと 宿主に 難儀 を かけようかと、 それが 

気が かりで ございま すが、 わたくし は ともかくも、 子 

供ら に 温い お 粥で も 食べさせて、 屋根の 下に 休ませる 

ことが 出来ましたら、 そのご 恩 はの ちの 世まで も 忘れ 

ま ，p ^ま レ 」 

山 岡大夫 はうな ずいた。 「さてさてよう 物の わかる 

ご 婦人 じ や。 そんなら すぐに 案内 をして 進ぜ ましよ 

う」 こう 言って 立ちそう にした。 

母親 は 気の毒 そうに 言った。 「どうぞ 少しお 待ち 下 

さい ませ。 わたくしども 三人が お世話になる さえ 心 苦 



たと 話した ので ある。 

さて ここまで は 来たが、 筑 紫の 果てへ 往 くこと を 思 

えば、 まだ 家 を 出た ばかりと 言って よい。 これから 陸 

を 行った ものであろう か。 または 船路 を 行った もので 

あるじ 

あろう か。 主人 は 船乗りであって みれば、 定めて 遠国 

のこと を 知つ ている だろう。 どうぞ 教えても らいたい 

と、 子供ら の 母が 頼んだ。 

大夫は 知れき つたこと を 問われた ように、 少しもた 

めら わずに 船路 を 行く こと を 勧めた。 陸 を 行けば、 じ 

き 隣の 越 中の 国に 入る 界1 にさえ、 親 不知 子 不知の 難 

所が ある。 削り 立てた ような 巌 石の 裾に は 荒浪が 打ち 



になった。 捉を 破って まで 宿 を 貸して くれたの を、 あ 

リが たく は 思つ て も、 何事に よらず 言う がま まになる 

ほど、 大夫を 信じて はいない。 こういう 勢いに なった 

の は、 大 夫の 詞に人 を 押しつける 強みが あって、 母親 

あらが 

は それに 抗 うこと が 出来ぬ からで ある。 その 抗 うこ 

との 出来ぬ の は、 どこか 恐ろしい ところが あるからで 

ある。 しかし 母親 は 自分が 大夫を 恐れて いると は 思つ 

ていない。 自分の 心が はっきり わかって いない。 

母親 は 余儀ない こと をす るよう な 心持ちで 舟に 乗つ 

な かも おもて 

た。 子供ら は ffl いだ 海の、 青い 氈を 敷いた ような 面 

を 見て、 物珍し さに 胸 を おどらせて 乗った。 ただ 姥竹 



ろ せわ 

艫の 音が 忙しく 響いて、 山岡大 夫の 舟 は 見る見る 遠 

ざ かって 行く。 

母親 は 佐 渡に 言った。 「同じ 道 を 漕いで 行って、 同 

じ 港に 着く ので ございま しょうね」 

佐 渡と 宫 崎と は 顔 を 見合わせて、 声を立てて 笑った。 

そして 佐 渡が 言った。 「乗る 舟は弘 ii の 舟、 着く は 同 

かの きし れんげ ぶ じ おしょう 

じ 彼岸と、 蓮華 峰 寺の 和尚が 言 うたげな」 

二人の 船頭 は それき り 黙って 舟 を 出した。 佐 渡の 二 

郎は 北へ 漕ぐ。 宫 崎の 三郎は 南へ 漕ぐ。 「あれ あれ」 

と 呼び かわす 親子 主従 は、 ただ 遠ざかり 行く ばかりで 

ある。 



ふすま こち 

ある 衾が あまりき たない ので、 厨子 王が 薦を 探して 

とま 

来て、 舟で 苫 をかず いたよう に、 二人で かずいて 寝た 

ので ある。 

きのう 奴 頭に 教えられ たように、 厨子 王 は 摞子を 

持って 厨へ 餉. "を 受け取りに 往 つた。 屋根の 上、 地に 

ちらばった 藁の 上に は 霜が 降って いる。 厨 は 大きい 土 

間で、 もう 大勢の 奴婢が 来て 待って いる。 男と 女と は 

受け取る 場所が 違う のに、 厨子 王 は 姉のと 自分のと も 

らおう とする ので、 一 度 は 叱られた が、 あすから はめ 

いめいが もらいに 来る と 誓って、 ようよう 摞 子の ほか 

めんつう かた かゆ まリ 

に、 面 桶に 入れた 饋 と、 木の 椀に 入れた 湯との 二人 



前 を も 受け取った。 饋は塩 を 入れて 炊いで ある。 

あさげ 

姉と 弟と は 朝餉 を 食べながら、 もうこうした 身の上 

になって は、 運命の もとに 項 を 屈める より ほか はな 

いと、 けなげに も 相談した。 そして 姉 は 浜辺へ、 弟 は 

山路 を さして 行く ので ある。 大 夫が 邸の 三の 木戸、 二 

の 木戸、 一の 木戸 を 一し よに 出て、 二人 は 霜 を 履んで、 

見返りが ちに 左右へ 別れた。 

ゆら たけ すそ 

厨子 王が 登る 山 は 由 良が 嶽の 裾で、 石 浦から は 少し 

ふもと 

南へ 行って 登る ので ある。 柴を I 刈る 所 は、 麓から 遠 

く はない。 ところどころ 紫色の 岩の 露われ ている 所 を 

通って、 やや 広い 平地に 出る。 そこに 雑木が 茂って い 



るので ある。 

厨子 王 は 雑木林の 中に 立って あたり を 見廻した。 し 

かし 柴 はどうして 莂る もの かと、 しばらく は 手 を 着け 

と しとね 

かねて、 朝日に 霜の 融け かかる、 茵 のよう な 落ち葉の 

上に、 ぼんやり すわって 時 を 過した。 ようよう 気 を 取 

リ 直して、 一枝 ニ枝莂 るう ちに、 厨子 王 は 指 を % めた。 

そこで また 落ち葉の 上に すわって、 山で さえこん なに 

寒い、 浜辺に 行った 姉 さま は、 さぞ 潮風が 寒かろう と、 

ひとり 涙 を こぼして いた。 

日が よほど 昇って から、 柴を 背負って 麓へ 降りる、 

きこり 

ほかの 樵が 通りかかって、 「お前 も大 夫のと ころの 奴 



か、 柴は 日に 何荷莂 るの か」 と 問うた。 

「日に 三 荷莉る はずの 柴を、 まだ 少しも 莂リ ませぬ」 

と 厨子 王 は 正直に 言った。 

ひる 

「日に 三 荷の 柴 ならば、 午までに 二 荷 I 刈る がいい。 柴 

はこうして 莂る もの じ や」 樵 は 我が 荷 をお ろして 置い 

て、 すぐに 一 荷莂 つて くれた。 

厨子 王 は 気を取り直して、 ようよう 午までに 一 荷 I 刈 

り、 午から また 一 荷莂 つた。 

浜辺に 住く 姉の 安寿 は、 川の 岸 を 北へ 行った。 さて 

潮 を 汲む 場所に 降り 立った が、 これ も汐の 汲みよう を 

ひさ ご 

知らない。 心で 心 を 励まして、 ようよう 杓 をお ろす 



けて 目 を さました。 今の 小屋に 来てから は、 燈火を 置 

くこと が 許されて いる。 その かすかな 明りで 見れば、 

枕 もとに 三郎が 立って いる。 三郎 は、 つと 寄って、 両 

手で 二人の 手 をつ かまえる。 そして 引き立てて 戸口 を 

出る。 蒼 ざめ た 月 を 仰ぎながら、 二人 は 目見えの とき 

めどう はし 

に 通った、 広い 馬 道 を 引かれて 行く。 階 を 三 段 登る。 

ほそ どの めぐ 

廊 を 通る。 廻り 廻って さきの 日に 見た 広間に はいる _ 

そこに は 大勢の 人が 黙って 並んで いる。 三郎は 二人 を 

炭火の 真っ赤に おこった 炉の 前まで 引きずつ て 出る。 

二人 は 小屋で 引き立てられた ときから、 ただ 「ご免な 

さいご 免なさい」 と 言って いたが、 三郎は 黙って 引き 



は 安寿 を衝き 放して、 膝の 下の 厨子 王 を 引き起し、 そ 

の 額に も 火 筋 を 十文字に 当てる。 新たに 響く 厨子 王の 

泣き声が、 やや かすかに なった 姉の 声に 交じる。 三郎 

は 火 筋を棄 てて、 初め 二人 を この 広間へ 連れて来 たと 

きのよう に、 また 二人の 手 をつ かまえる。 そして 一座 

おもや ？ * し 

を 見渡した のち、 広い 母屋 を 廻って、 二人 を 三 段の 階 

の 所まで 引き出し、 凍った 土の 上に 衝き 落す。 二人の 

きす 

子供 は 創の 痛みと 心の 恐れと に 気 を 失いそう になる の 

を、 ようよう 堪え忍んで、 どこ を どう 歩いた ともなく 

こ や ふしど 

三の 木戸の 小 家に 帰る。 臥所の 上に 倒れた 二人 は、 し 

ばらく 死骸の ように 動かずに いたが、 たちまち 厨子 王 



が 「姉え さん、 早くお 地蔵 様 を」 と 叫んだ。 安寿 はす 

はだ まも リー.？ -くろ 

ぐに 起き直って、 肌の 守 袋 を 取り出した。 わななく 

ひも す 

手に 紐 を 解いて、 袋から 出した 仏像 を 枕 もとに 据えた。 

二人 は 右左に ぬかずいた。 そのと き 歯 をく いしば つて 

もこら えられぬ 額の 痛みが、 搔き 消す ように 失せた。 

てのひら な 

掌 で 額 を 撫でて みれば、 創 は痕も なくなった。 はつ 

と 思って、 二人 は 目 を さました。 

二人の 子供 は 起き直って 夢の 話 をした。 同じ 夢 を 同 

じと きに 見た ので ある。 安寿 は 守 本尊 を 取り出して、 

夢で 据えた と同じように、 枕 もとに 据えた。 二人 は そ 

ともしび 

れを 伏し拝んで、 かすかな 燈 火の 明りに すかして、 地 



で 為 事が いたしとう ございます。 どうか 一 しょに 山へ 

やって 下さる ように、 お取り計らい なすって 下さい ま 

し」 蒼 ざめ た 顔に 紅 がさして、 目が かがやい ている。 

厨子 王 は 姉の 様子が 二度目に 変ったら しく 見える の 

に 驚き、 また 自分に なんの 相談 もせずに いて、 突然 柴 

# 刈りに 往 きたい と言うの を も 訝 しが つ て、 ただ 目 を 

みは つ て 姉 を まも つてい る。 

二 郎は物 を 言わずに、 安寿の 様子 を じっと見て いる。 

安寿 は 「ほかにない、 ただ 一 つのお 願いで ございます、 

どうぞ 山へ おやりな すって」 と 繰り返して 言って いる。 

しばらくして 二 郎はロ を 開いた 「この 邸で は 奴婢の 



ちょうど 岩の 面に 朝日が 一面に さしてい る。 安寿 

かさ 

は 畳な り 合った 岩の、 風化した 間に 根 をお ろして、 小 

すみれ 

さい 董の 咲いて いるの を 見つけた。 そして それ を 指 

さして 厨子 王に 見せて 言った。 「ごらん。 もう 春に な 

るの ね」 

厨子 王 は 黙って うなずいた。 姉 は 胸に 秘密 を 蓄 え、 

弟 は 憂えば かり を 抱いて いるので、 とかく 受け 応えが 

出来ずに、 話 は 水が 砂に 沁み 込む ように とぎれて しま 

、つ。 

去年 柴を I 刈った 木立ちの ほとりに 来たので、 厨子 王 

とど 

は 足を駐 めた。 「ねえさん。 ここらで I 刈る のです」 



きょうは 柴 なん ぞは I 刈らなくても いいから、 わたしの 

言う こと をよ くお 聞き。 小 萩 は 伊勢から 売ら れて 来た 

ので、 故郷から この 土地までの 道 を、 わたしに 話して 

聞かせた がね、 あの 中 山 を 越して 往 けば、 都が もう 近 

いの だよ。 筑 紫へ 往 くの は むずかし いし、 引き返して 

佐 渡へ 渡る の も、 たやすい ことで はない けれど、 都へ 

はきつ と往 かれます。 お 母 あさまと ご 一 しょに 岩 代 を 

出てから、 わたしども は 恐ろしい 人にば かリ 出逢った 

が、 人の 運が 開ける ものなら、 よい 人に 出逢わぬ にも 

限りません。 お前 はこれ から 思いきって、 この 土地 を 

かみ ほとけ 

逃げ延びて、 どうぞ 都へ 登って おくれ。 神仏のお 導 



「でも わたしが いなくな つたら、 あなた を ひどい 目に 

やきいん 

逢わせましょう」 厨子 王が 心に は熔印 をせられ た、 恐 

ろしい 夢が 浮ぶ。 

「それ はいじめ るか も 知れない がね、 わたし は 我慢し 

はしため 

て 見せます。 金で 買った 婢 を あの人た ち は 殺し はし 

ません。 多分お 前が いなくな つたら、 わたし を 二人前 

働かせよう とする でしよう。 お前の 教えて くれた 木立 

ちの 所で、 わたし は柴 をた くさん 莂リ ます。 六 荷まで 

は あれないでも、 四 荷で も 五 荷で も I 刈りましょう。 さ 

あ、 あそこまで 降りて 行って、 籠 や 鎌 を あそこに 置い 

て、 お前 を 麓へ 送って 上げよう」 こう 言って 安寿 は 先 



か」 

「さあ、 それが 運 験し だよ。 開ける 運なら 坊さんが お 

前 を 隠して くれましょう」 

「そうです ね。 姉え さんの きょう おっしゃる こと は、 

まるで 神様 か 仏様が おっしゃる ようです。 わたし は考 

え をき めました。 なんでも 姉え さんの おっしゃる 通リ 

にします」 

「おう、 よく 聴いて おくれ だ。 坊さん はよ い 人で、 きつ 

とお 前 を 隠して くれます」 

「そうです。 わたしに もそう らしく 思われて 来ました- 

逃げて 都へ も往 かれます。 お 父う さま やお 母 あさまに 



このと き 大声で 叫ぶ ものが あった。 「その 逃げた と 

いうの は 十二 三の 小 わつ ば じ やろう。 それなら わしが 

知って おる」 

三郎は 驚いて 声の 主 を 見た。 父の 山椒 大 夫に 見 まご 

おやじ しゅろう もリ 

うような 親爺で、 この 寺の 鐘楼 守で ある。 親爺 は詞を 

つ ひる 

続いで 言った。 「その わつ ぱ はな、 わしが 午 ごろ 鐘楼 

から 見て おる と、 築 泥の 外 を 通って 南へ 急いだ。 かよ 

わい 代りに は 身が 軽い。 もう 大分の 道 を 行った じ や 

ろ」 

「それじゃ。 半日に 童の 行く 道 は 知れた もの じ や。 続 

け」 と 言って 三^ は 取って返した。 



松明の 行列が 寺の 門 を 出て、 築 泥の 外 を 南へ 行く の 

を、 鐘楼 守 は 鐘楼から 見て、 大声で 笑った。 近い 木立 

力ら 19 

ちの 中で、 ようよう 落ち着いて 寝ようと した 鴉が 二 

三 羽 また 驚いて 飛び立った。 



あくる 日に 国分寺から は 諸方へ 人が 出た。 石 浦に 

じゅすい 

往っ たもの は、 安寿の 入水の こと を 聞いて 来た。 南の 

方へ 往っ たもの は、 三郎の 率いた 討 手が 田 辺まで 往っ 

て 引き返し たこと を 聞いて 来た。 



中二 日お いて、 曇猛 律師が 田 辺の 方へ 向いて 寺 を 出 

た。 盥， "ほど ある 鉄の 受糧器 を 持って、 腕の 太 さの 

しゃくじょう 

錫杖 を衝 いている。 あとから は 頭 を 剃り こくって 三 

衣 を 着た 厨子 王が つ い て 行く。 

二人 は 真昼に 街道 を 歩いて、 夜 は 所々 の 寺に 泊った。 

山城の 朱 雀 野に 来て、 律師 は 権現 堂に 休んで、 厨子 王 

に 別れた。 「守 本尊 を 大切に して 往け。 父母の 消息 は 

くびす めぐら 

きっと 知れる」 と 言い聞かせて、 律師 は 踵を旋 した。 

亡くなった 姉と 同じ こと を 言う 坊様 だと、 厨子 王 は 

思 つ た。 

そうぎょう 

都に 上った 厨子 王 は、 僧形に なって いるので、 東 山 



王 は、 身の やつれる ほど 歎いた。 

じちく 

その 年の 秋の 除 目に 正道 は 丹 後の 国守に せられた。 

ようじ ゆ じょう 

これ は遙 授の官 で、 任 国に は 自分で 往 かずに、 掾 をお 

まつりごと 

いて 治めさせ るので ある。 しかし 国守 は 最初の 政 

として、 丹 後一 国で 人の 売り 買い を 禁じた。 そこで 山 

椒大夫 もこと ごとく 奴婢 を 解放して、 給料 を 払う こと 

にした。 大 夫が 家で は 一時 それ を 大きい 損失の ように 

たくみ わざ 

思った が、 このと きから 農作 も 工匠の 業 も 前に 増して 

盛んになって、 一族 はいよ いよ 富み 栄えた。 国守の 恩 

It うす 

人曇猛 律師 は 僧都に せられ、 国守の 姉 をいた わった 小 

萩 は 故郷へ 還され た。 安寿が 亡き あと はねん ごろに 



ちり まみ 

止まって のぞいた。 女の 乱れた 髪 は 塵に 塗れて いる。 

めしい 

顔 を 見れば 盲で ある。 正道 は ひどく 哀れに 思った。 

そのうち 女の つぶやい ている 詞が、 次第に 耳に 慣れて 

おこ リゃみ 

聞き分けられて 来た。 それと 同時に 正道 は瘧 病の よ 

うに 身う ちが 震って、 目に は 涙が 湧いて 来た。 女 はこ 

ういう 詞を 繰り返して つぶやいて いたので ある。 

安寿 恋し や、 ほう やれ ほ。 

厨子 王 恋し や、 ほう やれ ほ。 

しょう. 

鳥 も 生 ある もの なれば、 

疾ぅ疾 う 逃げよ、 逐 わず とも。 

ほ 

正道 は うっとり となって、 この 詞に 聞き惚れた。 そ 
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